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漢 代 以 降 、 中 国 の歴 代 王 朝 は い ず れも 三 皇 五 帝 の 政 治を 理 念 と す
る 支 配 体 制 の 構 築を 目 指 し た 。 都 城は 、 王 朝 が 志 向 する 政 治 理 念 を
視 覚 的 に 具 現 化 する も の と し て 設 計・ 建 設 さ れ た 。  
 同 じ 「 中 華 文 明圏 」 に あ る 日 本 やベ ト ナ ム の 各 王 朝は 、 中 国 か ら
政 治 体 制 や 文 化 を吸 収 す る と と も に、 同 時 に 政 治 理 念や そ の 都 城 へ

の 表 現 も 自 国 の 都城 制 に 採 り 入 れ た。 そ の た め 、 両 国の 都 城 制 を 考
え る 際 に 、 個 別 の宮 殿 や 建 造 物 の 設計 構 想 と な っ た 政治 理 念 を 見 極
め 、 そ の 特 徴 を 中国 の 歴 代 王 朝 の 都城 制 に 比 較 し て みれ ば 中 国 の ど
の 時 代 の 制 度 ・ 都城 モ デ ル が 考 案 され た の か と い う 問題 や 両 国 の 都
城 制 の 独 自 性 を 解明 す る こ と が 可 能で あ る 。  
 

 そ の 新 し い 方 法論 に 立 脚 し た 本 研究 で は 日 本 古 代 の前 期 難 波 宮 と
ベ ト ナ ム 李 朝 期 の昇 龍 京 （ 1029年 ） の 比 較 研 究 を 行 い、 下 記 の 共 通
点 や そ の 意 味 を 明ら か に し た 。  
 
 第 一 に 両 者 と も「 朝 」 と い う 中 枢部 の 儀 式 の 場 に 箱と 鐘 が 設 置 さ

れ た 。 政 治 に 不 満を も つ 民 は 、 箱 に 投 書 す る こ と や 、鐘 を 鳴 ら す こ
と に よ り 為 政 者 に訴 え る こ と が で きる 。 こ の 共 通 点 があ っ た の は 、
両 者 と も 先 秦 時 代に 中 国 で 発 祥 し た「 招 諫 」 と い う 政治 理 念 を 都 城
の 設 計 に 取 り 入 れた か ら で あ る 。 中国 の 歴 代 王 朝 は 「招 諫 」 理 念 を
具 現 化 す る た め に鐘 、 鼓 、 旗 、 箱 など 様 々 な 器 具 を 導入 し た の だ が
、 「 鐘 」 を 器 具 とし て 選 ん だ 前 期 難波 宮 及 び 李 朝 期 の昇 龍 京 の 設 計
は 、 梁 を 中 心 に 南朝 の 建 康 か ら 影 響を う け た と い う こと を 指 摘 し た
。  
 第 二 に 、 前 期 難波 宮 及 び 昇 龍 京 が設 計 さ れ る 際 に  東 西 に 三 つ の 殿
堂 を 並 べ る （ も しく は 、 殿 堂 が 並 ぶ  ） と い う 正 殿 空間 の 設 計 が 採
用 さ れ た 。 前 期 難波 宮 の い わ ゆ る 「正 殿 ・ 東 西 長 殿 」は 中 国 の 魏 晋

南 北 朝 の 「 正 殿 ・東 西 堂 」 の 系 譜 を引 い た と 岸 俊 男 氏に よ っ て 指 摘
さ れ た の だ が 、 本研 究 で は 岸 説 を 批判 し た 意 見 を 再 検討 し 、 岸 説 の
妥 当 性 を 裏 付 け た上 で 、 南 朝 か ら の影 響 を 強 調 し た 。 ま た 、 李 朝 期
の 昇 龍 京 に お い ても 「 正 殿 ・ 東 西 殿」 の 設 計 が 試 行 され た こ と も 明
ら か に し 、 そ れ も南 朝 の 都 城 制 か ら影 響 を う け た と いう 見 解 を 示 し
た 。  
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